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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
緑内障は成人の失明原因の大きな割合を占める疾患であり,その主たる治療は眼圧を調節する事である｡
眼圧下降薬の点眼治療が第一選択であり,それでも眼圧調整が不良なら,内服治療,手術治療が選択され
る｡ 近年,心房性ナトリウム利尿ペプチド(ANP)に眼圧下降作用が認められ,またナトリウム利尿ペ
プチドファミリーの眼内での存在,レセプターの存在が注目されている｡
本研究は,ナトリウム利尿ペプチドファミリーの一つである脳性ナトリウム利尿ペプチド(BNP)の
家兎眼圧への影響及びその作用機序について検討 したものである｡2nmol,0.2mmoIHuman-BNP
(1-32)を白色家兎の硝子体内に投与すると6時間をPeakとする眼圧下降を認めた｡2nmoIBNP投与後
6時間の房水動態は,房水流出率が約30%増加したが房水流量,ぶどう膜強膜流量は変化しなかった｡房
水中cGMP濃度はBNP投与眼で対照眼の約7倍-10倍の上昇を認めた｡これらのことより,BNPの硝
子体内投与で眼圧が下降するがそれは主として房水流出増加によるものであり,その作用にcGMPを介
する系の関与が示唆された｡以上の研究はBNPの眼圧調整機序を解明したものである｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年2月7日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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